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第一期 ｢ローマ｣字を用ひて正 しさ発音を教授 し､｢カタカナ｣を用ひて
｢ハナシコ トバ｣の教授 を主眼とし､更に日本語の基礎文型を知 らしめる｡
教材 として国際学友会編纂 ｢日本語教科書｣基礎篇を使用する｡












型が簡潔に主 として会話形式で提示されている｡ 次に､巻-で読み物 (日本
の地図､桃太郎､ネズ ミノヨメイリ､富士山､天長節､ヒナマツリ､動物園､
サクラ､浦島太郎､手紙一先生へ-､羽衣､など)を使って､基本的な文型










































































仏印当局 と日本側 との間に一定の緊張 と融和の関係があったという点である｡
仏印当局は､当初は日本主導の日本語教育の急速な広が りを快 く思わず､
日本側に ｢取 り締まり｣を要求するとともに､1942年6月には日本語講座の開
設には所轄官庁の許可が必要という制度をつ くった32)｡ しか し､その一方で､
現実の必要か ら､仏印当局は､仏印政庁内に日本語講座 を開設 して仏印官


































別の問題である｡ 実際､例えば､チャン ･フイ ･リエウ他編 (1957)には､
｢上述 したような政治目的 (｢人民の財産をむさぼる｣という目的 [筆者注])








同時に､彼 らは ｢大東亜共栄圏｣ といったまやかしの議論を振 り回し､
日本語を学ぶための本をたくさん出版 し､日本語を教えるクラスを開き､
日本とインドシナとの間での､知識人や学生 ･生徒の交換を組織 したりし





































































期間にサイゴンの ｢アンナン人 (ベ トナム人 [筆者注])､印度人の商売
人が期せず して日本語をや り始めた｣ という｡ また､｢総領事館には日本













なお､上記のプレトネルとは､オレス ト･ヴイク トロヴイチ ･プレト
ネル (1892-1970)のことで､武藤 (1968)によると､その略歴は次のと








4) 3月7日､ハノイの大便府栗山事務総長から東郷外務大臣宛に ｢河内 (ハ
ノイ [筆者注])華僑商務会ハ当府指導ノ下二三月三日日語学校ヲ開設セ
52 日仏共同支配期のベ トナムでの日本語教育








6) 会長は大便府情報部長 [関野 (1943)]
7) 関野 (1943)
8) 小関 (1944)､関野 (1943)



















































































をベ トナムに行かせ､日本の自転車競技の選手をベ トナムに送 り､ベ ト
ナム仏教会の代表を日本での大東亜地区仏教者会議に出席させ､日本仏
教特派団をベ トナムに派遣 し､日本の画家をベ トナムに送ってその作品
を展示させ､逆にベ トナムの画家が日本でその作品を展示できるように









百包みの粉薬を贈った り､負傷 したベ トナム人民-の救援金を寄付 した
りした｡これは彼 らがいかにベ トナム人民の生活に､絶えず関心を払っ
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